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右
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年
明
け
最
初
の
式
典
と
な
る
平
成
19
年

あ
さ
ぎ
り
町
成
人
式
が
、
１
月
４
日
須
恵

文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
昭
和
61
年

４
月
２
日
か
ら
同
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
２
７
８
名
。
式
典
の
前
に
は
学
生
時
代

の
恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ
オ
が
上

映
さ
れ
、
会
場
は
晴
れ
着
を
ま
と
っ
た
新

成
人
や
久
し
ぶ
り
に
あ
っ
た
友
人
達
と
写

真
を
撮
り
合
う
新
成
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
犬
童
町
長
か
ら
「
自
分
の

行
動
に
誇
り
と
責
任
を
持
っ
て
明
日
の
社

会
を
リ
ー
ド
す
る
原
動
力
と
な
っ
て
ほ
し

い
。」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
意
見

発
表
で
は
、
志
水
貴
憲
さ
ん
（
明
廿
）
が

「
仕
事
を
通
じ
社
会
の
厳
し
さ
と
い
う
も
の

が
次
第
に
わ
か
っ
て
き
た
。
一
人
の
力
で

成
長
し
て
20
才
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
見
守
っ
て
き
て
も

ら
っ
た
。
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と

話
さ
れ
、
深
水
侑
紀
さ
ん
（
榎
田
）
が

「
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
言
動
に
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
責
任
を
持
ち
行
動
し
て

い
き
た
い
。」、
寺
井
真
美
さ
ん
（
植
の
里
）

は
「
大
人
と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
一
人
の

人
間
と
し
て
行
動
し
た
い
。
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
と
出
会
い
６
年
目
。
自
分
で
責
任
を
持

ち
、
行
動
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
美
し
い

国
、
豊
か
な
あ
さ
ぎ
り
町
を
創
る
た
め
全

力
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」
と
そ
れ

ぞ
れ
の
決
意
や.

両
親
へ
の
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
次
に
中
川
貴
浩
さ
ん

（
吉
井
）
が
交
通
安
全
宣
言
を
、
末
永
崇
さ

ん
（
覚
井
）
か
ら
新
成
人
者
を
代
表
し
て

謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

式
終
了
後
は
校
区
ご
と
に
記
念
撮
影
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
窓
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

20
歳
、
新
た
な
出
発

平
成
19
年
あ
さ
ぎ
り
町
成
人
式

南條由貴子さん

（阿蘇）

西野まりあさん

（屯所）

伊津野貴子さん

（寺池）

みんな変わってて久しぶりに会って嬉しかったで
す。球磨弁を久しぶりに聞きました。

平川雄也さん（永才）

成人おめでとう。こ
れからもよろしく。

牧野大地さん（築地）

いつまでもずっと友
達で・・・。

成人式実行委員会で司会進

行を行った今村友美さん

（永才）、犬童沙弥香さん

（大正町）、樅木和義さん

（麓）

緊張しましたけれど楽しく
できました。いい記念にな
りました。

左から南條さん、西野さん、伊津野さん
（須恵）左から牧野さん、平川さん（免田）

左から今村さん、犬童さん、
樅木さん

寺井真美さん（植の里）

アーチェリー第９回世界室内

選手権日本代表

過去２回（2004年世界ジュニ
ア選手権・2006年世界学生選
手権）より良い成績を残せる
よう頑張ります。寺井さん
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平
成
19
年
上
球
磨
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防
団
連
合
会 

放
水
競
技
大
会 
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朝
霧
の
中
、
勇
壮
な
消
防
絵
巻

平
成
19
年
あ
さ
ぎ
り
町
消
防
団
出
初
式

町
の
消
防
団
（
鬼
塚
孝
団
長
）
に
と
っ
て
最
大
の
行
事
で
あ
る
出

初
式
が
１
月
５
日
、
向
町
河
川
公
園
で
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
団
員

を
は
じ
め
、
上
中
・
深
田
中
の
各
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
町
内
４
つ
の

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
な
ど
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
約
６
５
０
名
の
ハ
ッ

ピ
姿
で
会
場
は
消
防
一
色
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
た
活
動
を
！

朝
霧
が
立
ち
こ
め
る
会
場
で
14
か
分
団
、

５
１
２
名
の
団
員
に
よ
る
威
風
堂
々
の
行

進
で
始
ま
っ
た
出
初
式
で
は
、
点
検
者
で

あ
る
犬
童
町
長
よ
り
、「
昨
年
は
町
内
で
11

件
の
火
災
が
発
生
し
、
民
家
４
戸
が
消
失

し
た
が
団
員
各
位
の
活
躍
に
よ
り
被
害
を

最
小
限
に
止
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、

記
録
的
な
集
中
豪
雨
の
際
に
は
万
全
の
体

制
に
よ
り
対
処
す
る
な
ど
、
今
後
と
も
予

防
意
識
の
高
揚
、
迅
速
な
対
応
に
よ
り
住

民
の
生
命
財
産
を
守
る
こ
と
が
消
防
団
の

使
命
。
決
意
を
新
た
に
町
民
の
付
託
に
応

え
て
ほ
し
い
。」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
、
鬼

塚
団
長
か
ら
は
、「
精
錬
さ
れ
た
訓
練
の
結

果
を
十
分
発
揮
し
、
消
防
団
が
中
心
と
な

っ
て
自
主
防
災
組
織
が
活
動
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
予
防
消
防
と
災
害
発

生
の
時
は
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ

と
が
消
防
団
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
。」
な
ど

と
訓
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
来
賓

祝
辞
の
後
、
各
種
表
彰
、
通
常
点
検
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
放
水
競
技
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

会
場
が
ど
よ
め
い
た
深
田
中
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
放
水
競
技

毎
年
か
わ
い
い
通
常
点
検
を
見
せ
て
く

れ
る
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
。
今
年
は
「
早
苗

保
育
園
」、「
須
恵
保
育
所
」、「
専
立
寺
保

育
園
」、「
る
り
光
保
育
園
」
の
ち
び
っ
子

達
が
大
人
に
負
け
な
い
元
気
な
声
で
通
常

点
検
を
行
い
、
防
火
の
誓
い
を
唱
和
。
ま

た
、
上
中
学
校
と
深
田
中
学
校
の
各
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
は
通
常
点
検
と
大
人
に
混
じ

っ
て
放
水
競
技
大
会
に
参
加
。
今
年
設
立

70
周
年
を
迎
え
た
深
田
中
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
は
、
並
み
居
る
大
人
相
手
に
落
球
タ
イ

ム
が
52
秒
06
（
総
合
タ
イ
ム
は
１
分
53
秒

18
）
と
大
人
の
消
防
団
39
チ
ー
ム
よ
り
早

い
最
高
タ
イ
ム
を
た
た
き
出
し
、
会
場
を

沸
か
せ
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
39
チ
ー
ム
、
ポ
ン

プ
車
の
部
３
チ
ー
ム
で
競
わ
れ
た
放
水
競

技
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
タ

イ
ム
は
総
合
タ
イ
ム
）

■
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

優
勝
　
第
14
分
団
２
部

（
庄
屋
・
仁
王
地
区
）
１
分
59
秒
99

２
位
　
第
３
分
団
４
部

（
神
殿
原
）
２
分
05
秒
19

３
位
　
第
11
分
団
１
部

（
阿
蘇
）
２
分
06
秒
20

４
位
　
第
１
分
団
２
部

（
永
里
・
上
永
里
）
２
分
06
秒
87

５
位
　
第
４
分
団
３
部

（
皆
越
）
２
分
08
秒
16

■
ポ
ン
プ
車
の
部

優
勝
　
第
１
分
団
１
部

（
井
上
・
下
永
里
）
２
分
37
秒
21

２
位
　
第
３
分
団
１
部

（
堀
の
角
）
２
分
51
秒
45

３
位
　
第
６
分
団
１
部

（
大
正
町
・
本
町
）
３
分
13
秒
78

上
球
磨
消
防
団
連
合
会
（
あ
さ
ぎ
り

町
・
多
良
木
町
・
湯
前
町
・
水
上
村
）
恒

例
の
放
水
競
技
大
会
が
１
月
11
日
、
多
良

木
町
多
目
的
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
、
本
町
消
防
団
が
小
型
ポ
ン
プ
、
ポ
ン

プ
車
の
両
部
門
で
優
勝
し
ま
し
た
。

各
町
村
消
防
団
出
初
式
で
の
優
勝
チ
ー

ム
（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
は
上
位
２
チ
ー
ム
）

で
競
わ
れ
、
大
会
に
は
小
型
ポ
ン
プ
の
部

８
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ
車
の
部
４
チ
ー
ム
の

精
鋭
68
名
の
選
手
が
参
加
。
小
型
ポ
ン
プ

の
部
で
は
３
番
目
に
登
場
し
た
本
町
消
防

団
第
14
分
団
２
部
（
庄
屋
・
仁
王
地
区
）

が
総
合
タ
イ
ム
で
２
位
と
約
５
秒
の
差
を

つ
け
て
優
勝
し
、
３
位
に
は
第
３
分
団
４

部(

神
殿
原)

が
入
る
健
闘
を
見
せ
ま
し
た
。

続
い
て
行

わ
れ
た
ポ
ン

プ
車
の
部
で

も
第
１
分
団

１
部
（
井

上
・
下
永

里
）
が
優
勝

し
、
嬉
し
い

ダ
ブ
ル
で
の

優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。



12
月
17
日
、
球
磨
一
周
市
町
村
対
抗
熊
日
駅
伝
大
会
（
熊
本

日
日
新
聞
社
主
催
、
郡
町
村
会
、
人
吉
市
共
催
）
が
球
磨
郡

と
人
吉
市
の
代
表
24
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
８
区
間
５
２．

６

２
キ
ロ
の
郡
市
内
を
一
周
す
る
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

あ
さ
ぎ
り
町
Ａ
は
３
位

中
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
の
混
成
チ
ー
ム
で
優
勝
を
争
う

年
末
恒
例
の
レ
ー
ス
は
、
今
年
は
水
上
村
岩
野
小
学
校
が
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
。
開
会
式
で
は
、
約
３
０
０
名
の
参
加
選

手
を
代
表
し
て
あ
さ
ぎ
り
町
Ａ
チ
ー
ム
の
大
坪
真
斗
選
手

（
石
坂
）
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、
午
前
10
時
の
号
砲
と
共
に
各

町
村
代
表
の
１
区
ラ
ン
ナ
ー
が
県
道
人
吉
水
上
線
を
人
吉
方

面
へ
ス
タ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。
沿
道
で
は
、
１
区
で
３

位
、
４
位
と
ま
ず
ま
ず
の
出
だ
し
と
な
っ
た
あ
さ
ぎ
り
町

Ａ
・
Ｂ
チ
ー
ム
を
は
じ
め
、
町
代
表
の
各
チ
ー
ム
に
は
傘
を

持
ち
な
が
ら
各
選
手
に
か
け
ら
れ
た
「
頑
張
れ
！
」
の
大
き

な
声
が
選
手
の
背
中
を
押
す
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

レ
ー
ス
展
開
は
、
２
区
か
ら
先
頭
に
立
っ
た
人
吉
Ａ
チ
ー

ム
が
独
走
す
る
結
果
と
な
り
、
本
町
Ａ
チ
ー
ム
も
先
行
す
る

人
吉
市
Ａ
、
錦
町
Ａ
を
必
死
に
追
走
し
ま
し
た
が
残
念
な
が

ら
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

Ａ
チ
ー
ム
の
監
督
を
務
め
た
吉
鶴
和
幸
さ
ん
は
、「
な
か
な

か
厳
し
い
レ
ー
ス
展
開
と
な
り
、
３
位
で
は
あ
っ
た
が
、
こ

れ
ま
で
長
期
間
に
わ
た
る
練
習
に
頑
張
っ
て
く
れ
た
選
手
達

と
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
し
た
い
。
来
年
は
リ

ベ
ン
ジ
で
す
。」
と
選
手
の
奮
闘
を
労
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ゴ
ー
ル
の
岩
野
小
学
校
で
は
監
督
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
奥
様
方
に
よ
る
ぜ
ん
ざ
い
や
豚
汁
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
選

手
達
の
疲
れ
を
い
や
し
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
　
人
吉
市
Ａ
　
　
　
２
時
間
４
８
分
３
１
秒

２
位
　
錦
町
Ａ
　
　
　
　
２
時
間
５
５
分
１
４
秒

３
位
　
あ
さ
ぎ
り
町
Ａ
　
２
時
間
５
５
分
５
４
秒

７
位
　
あ
さ
ぎ
り
町
Ｂ
　
３
時
間
５
５
秒

８
位
　
あ
さ
ぎ
り
町
Ｃ
　
３
時
間
３
分
２
０
秒

13
位
　
あ
さ
ぎ
り
町
Ｄ
　
３
時
間
９
分
１
１
秒

15
位
　
あ
さ
ぎ
り
町
Ｅ
　
３
時
間
１
１
秒
３
８
秒

18
位
　
あ
さ
ぎ
り
町
Ｆ
　
３
時
間
２
０
分
１
４
秒

23
位
　
あ
さ
ぎ
り
町
Ｇ
　
３
時
間
３
５
分
３
０
秒
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ま
ち
の
話
題

Ａチームアンカー大坪さんゴール

師
走
の
球
磨
路
に
健
脚
競
う

第
54
回
球
磨
一
周
市
町
村
対
抗
熊
日
駅
伝
大
会

ク
リ
ス
マ
ス
を
目
前
に
ひ
か
え
た
12
月
10
日
、
せ

き
れ
い
館
自
主
事
業
と
し
て
親
と
子
の
ね
ん
ど
教
室

が
開
催
さ
れ
、
午
前
・
午
後
合
わ
せ
て
１
０
０
人
の

親
子
が
紙
ね
ん
ど
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

講
師
に
イ
ギ
リ
ス
で
行
わ
れ
た
世
界
人
形
コ
ン
ク

ー
ル
の
プ
ロ
部
門
で
最
高
賞
を
受
賞
さ
れ
た
幡
正

ば
ん
し
ょ
う

ま

す
み
さ
ん
を
招
き
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
と
ス
ノ
ー

マ
ン
を
製
作
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、「
そ

れ
ぞ
れ
好
き
な
色
づ
け
な
ど
を
し
て
楽
し
か
っ
た
で

す
。」「
子
ど
も
の
想
像
力
に
驚
き
ま
し
た
。」「
親
子

で
何
か
作
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
く
一
緒
に
楽
し
め
ま

し
た
。」
な
ど
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
な
か
に
は
「
親
の

方
が
熱
中
し
ま
し
た
。」
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

手作りのツリーとスノーマンで
親子のふれあい
親と子のねんど教室

皆さん一生懸命に作っておられました



12
月
10
日
第
４
回
あ
さ
ぎ
り
町
福
祉
ま

つ
り
が
、
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
各
福
祉
功
労
者

表
彰
や
九
州
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
表
彰

伝
達
式
な
ど
が
あ
り
、
あ
さ
ぎ
り
町
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
を
務
め
る
犬
童
町
長
よ

り
「
一
日
一
善
と
言
う
が
一
日
一
笑
も
大

切
。
今
日
は
多
彩
な
催
し
が
用
意
し
て
あ

る
。
大
い
に
笑
っ
て
楽
し
ん
で
い
っ
て
く

だ
さ
い
。」
と
主
催
者
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

開
会
式
の
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
活

動
発
表
と
し
て
須
恵
小
学
校
の
取
り
組
み

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
熊
本
県
立

大
学
総
合
管
理
学
部
教
授
の
石
橋
敏
郎
氏

よ
り
「
21
世
紀
は
生
涯
学
習
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
時
代
〜
元
気
の
い
い
あ
さ
ぎ
り
町

を
創
ろ
う
!!
〜
」
と
題
し
て
記
念
講
演
が

行
わ
れ
、「
他
の
真
似
で
は
な
い
あ
さ
ぎ
り

町
ら
し
い
あ
さ
ぎ
り
町
に
合
っ
た
福
祉
を

行
い
、
自
分
に
あ
っ
た
健
康
づ
く
り
を
心

が
け
よ
う
。」
と
楽
し
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
芸
能
シ
ョ
ー
や
マ
ジ
ッ
ク
が

あ
り
、
豚
汁
や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な
ど
の
バ

ザ
ー
も
用
意
さ
れ
、
多
彩
な
催
し
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

中
武
さ
ん
組
織
活
動
功
労
者
表
彰
を

受
賞10

月
23
・
24
日
、
福
岡
市
で
第
49
回
九

州
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
が
行
わ
れ
、
中

武
マ
チ
ヨ
さ
ん
（
柳
別
府
）
が
九
州
身
体

障
害
者
団
体
連
絡
協
議
会
か
ら
熊
本
県
で

は
た
だ
一
人
、
組
織
活
動
功
労
者
表
彰
を

受
賞
さ
れ
、
あ
さ
ぎ
り
町
福
祉
ま
つ
り
で

そ
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
武
さ
ん
は
昭
和
52
年
に
設
立
さ
れ
た

球
磨
郡
身
体
障
害
者
連
合
会
婦
人
部
長
を

設
立
当
時
か
ら
務
め
ら
れ
、
30
年
を
迎
え

た
今
年
、
10
月
12
日
に
結
成
30
周
年
記
念

式
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
時
流

行
し
て
い
た
着
物
の
着
付
け
な
ど
を
行

い
、
家
に
こ
も
り
が
ち
な
障
害
者
の
方
達

に
少
し
で
も
外
に
出
て
み
ん
な
で
楽
し
く

何
か
で
き
れ
ば
と
、
手
芸
や
手
話
、
お
花

な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
今
回
の
表
彰
に
際
し
て
「
身
に
余

る
表
彰
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
会
員
の
皆
様
の
協
力
で
続
け
て
こ

ら
れ
た
お
か
げ
で
す
。
今
後
も
こ
の
賞
に

恥
じ
な
い
よ
う
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。」
と
受
賞
の
喜
び
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

まちの話題

5 広報あさぎり

広げよう福祉の輪
第４回あさぎり町福祉まつり

笑いありの石橋教授による講演

平
成
15
年
４
月
、
あ
さ
ぎ

り
町
の
発
足
と
共
に
オ
ー
プ

ン
し
た
ふ
れ
あ
い
温
泉

「
温
華
乃
遥

お

か

の

は

る

」
の
来
館
者
が

11
月
28
日
に
40
万
人
目
を
達

成
し
、
記
念
品
伝
達
式
が
12

月
７
日
に
同
温
泉
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

記
念
の
40
万
人
と
な
っ
た

の
は
、
町
内
狩
所
地
区
の
溝

田
米
蔵
さ
ん
桂
子
さ
ん
ご
夫

妻
。
式
で
は
犬
童
町
長
と
共

に
く
す
玉
が
割
ら
れ
た
あ
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
溝
田
さ
ん
は
、「
今
ま
で
町

内
の
温
泉
施
設
に
通
っ
て
い
た
が
初
め
て

の
こ
と
で
驚
い
た
。
温
華
乃
遥
は
広
く
て

温
度
も
ち
ょ
う
ど
良
い
の
で
ほ
と
ん
ど
毎

日
通
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
利
用
し

て
い
き
た
い
。」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
40
万
１
人
目
か
ら
同
５
人
目
ま

で
の
来
館
者
５
名
に
も
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

ふれあい温泉「温華乃遥
お か の は る

」が来館40万人達成
40万人目の溝田さんに記念品贈呈

「とにかく驚きました」と溝田さんご夫妻

犬童町長より表彰を受ける中武さん



まちの話題
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町
指
定
有
形
文
化
財
の
山
上
八
幡
神
社

（
狩
所
）
の
解
体
修
理
を
熊
本
県
立
球
磨
工

業
高
校
の
協
力
を
得
て
行
う
こ
と
と
な
り
、

12
月
19
日
同
校
で
事
業
協
定
調
印
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

山
上
八
幡
神
社
は
元
亀
元
年
（
１
５
７

０
）
阿
部
貞
当
に
よ
り
皆
越
に
建
立
さ
れ
、

後
の
天
正
５
年
（
１
５
７
７
）
に
相
良
家

第
18
代
相
良
義
陽
に
よ
り
狩
所
へ
移
さ

れ
、
人
吉
球
磨
で
は
16
番
目
に
古
く
、
町

内
で
は
３
番
目
に
古
い
由
緒
あ
る
中
世
建

築
物
で
す
。
人
吉
球
磨
で
は
珍
し
く
覆
屋

お
お
や

を
も
た
な
い
茅
葺

か
や
ぶ

き
屋
根
が
特
徴
で
、
平

成
３
年
の
台
風
で
大
破
し
建
物
全
体
が
破

損
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
修
理
に
あ
た

っ
て
は
、
同
校
伝
統
建
築
科
専
攻
科
の
生

徒
が
、
４
年
間
に
わ
た
り
授
業
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
ま
す
が
、
全
国
で
も
文
化
財

の
修
理
を
高
校
生
が
行
う
と
い
う
珍
し
い

事
業
で
す
。

調
印
に
あ
た
り
、
犬
童
町
長
か
ら
「
あ

さ
ぎ
り
町
は
球
磨
郡
内
で
も
一
番
旧
所
・

史
跡
な
ど
が
多
い
所
で
、
こ
れ
ら
を
町
の

大
事
な
財
産
と
し
て
今
後
も
遺
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
大
事
な
建
物
で
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
今
回

の
協
力
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、

拾
雄
正
光
校
長
よ
り
「
本
校
は
文
部
科
学

省
の
『
目
指
せ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
』
事
業

の
匠
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
宮
大
工

の
匠
を
育
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
高
校
を

目
指
し
て
い
る
。
今
回
こ
う
い
う
機
会
を

与
え
て
も
ら
い
感
謝
し
て
い
る
。
町
の
期

待
に
応
え
る
よ
う
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

調印後握手を交わす犬童町長（左）と拾雄校長（右）

球
磨
工
高
生
が
町
の
文
化
財
を
修
理

山
上

や
ま
の
う
え

八
幡
神
社

は
ち
ま
ん
じ
ん
じ
ゃ

解
体
修
理
事
業
を
協
定

永
年
の
交
通
安
全
活
動

に
対
し
て
、
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
交
通
対
策
本
部

長
よ
り
金
盛
直
記
あ
さ
ぎ

り
町
交
通
指
導
員
会
長
に

対
し
、
平
成
18
年
度
の
全

国
交
通
安
全
功
労
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
同

氏
は
、
昭
和
38
年
に
旧
免
田
町
交
通
指
導

員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
43
年
間
の
永
き
に
わ

た
り
、
定
期
的
な
交
通
安
全
街
頭
指
導
に

従
事
さ
れ
、
献
身
的
に
交
通
事
故
防
止
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

平成18年度交通安全功労者交通対策
本部長表彰に金盛直記氏受賞!!

12
月
15
日
、
ポ
ッ
ポ
ー
館
に
お
い
て

悪
徳
商
法
か
ら
高
齢
者
を
守
る
た
め
の

出
前
講
座
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
員
、

民
生
委
員
な
ど
約
40
名
が
出
席
し
行
わ

れ
ま
し
た
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
斉
藤
信
子
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
講
師
に
招
き
、
悪
質
商
法

の
手
口
や
消
費
者
契
約
法
な
ど
が
詳
し
く
、

わ
か
り
や
す
く
話
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
で

も
悪
質
な
訪
問
販
売
や
、
ハ
イ
ハ
イ
商
法

な
ど
の
被
害
が
で
て
い
ま
す
。
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
に
も
、
か
し
こ
い
消
費
者
に

な
り
ま
し
ょ
う
。

うまい話ほどうらがある
悪徳商法から高齢者を守るための出前講座

斉藤アドバイザーよりわかりやすいお話しでした

解体が始まった山上八幡神社（1/10）



12
月
20
日
、
元
免
田
町
長
で
３
月
29
日

に
亡
く
な
ら
れ
た
松
本
秀
信
氏
（
二
子
）

と
、
元
免
田
町
議
会
議
員
で
６
月
３
日
に

亡
く
な
ら
れ
た
木
場
田
重
人
氏
（
大
正
町
）

に
そ
れ
ぞ
れ
叙
勲
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

故
松
本
氏
は
、
昭
和
22
年
か
ら
同
42
年

ま
で
の
５
期
20
年
に
わ
た
り
元
免
田
町
議

会
議
員
に
在
職
さ
れ
、
同
42
年
か
ら
同
62

年
ま
で
の
５
期
20
年
間
元
免
田
町
長
を
務

め
ら
れ
、
特
旨
叙
位
従
五
位
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
故
木
場
田
氏
は
、
元
免
田
町
議

会
議
員
を
昭
和
50
年
か
ら
平
成
11
年
の
５

期
20
年
の
永
き
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
、
旭

日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

まちの話題
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12
月
９
日
荒
尾
市
で
開
催

さ
れ
た
第
32
回
九
州
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
熊
本
支

部
予
選
中
学
校
の
部
で
、
免

田
中
学
校
（
山
田
信
雄
校

長
・
２
３
３
名
）
吹
奏
楽
部
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
４
重
奏
が
３
年
連
続
の
金
賞
を
受
賞
さ
れ
、

九
州
大
会
出
場
権
を
手
に
し
ま
し
た
。
51
校

が
出
場
し
て
金
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
３
校
で
、

上
位
２
校
が
九
州
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
１
校
か
ら
２
部
門
し
か
出
場
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
同
大
会
は
、
同
校
か
ら

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
４
重
奏
と
打
楽
器
で
出
場
さ

れ
、
打
楽
器
で
は
惜
し
く
も
銀
賞
で
し
た
。

部
内
で
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
昨
年
も

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
で
出
場
さ
れ
た
深
水
李
沙
さ

ん
（
３
年
・
二
子
）、
上
田
夏
菜
子
さ
ん
（
３

年
・
吉
井
）、
塚
本
藍
さ
ん
（
２
年
・
下
乙
）、

北
川
美
沙
さ
ん
（
２
年
・
久
鹿
）
の
４
名
が

安
定
し
た
演
奏
で
代
表
に
決
定
。
見
事
九
州

大
会
へ
の
キ
ッ
プ
を
手
に
し
ま
し
た
。
九
州

大
会
は
２
月
10
日
に
荒
尾
市
で
行
わ
れ
、「
い

い
演
奏
を
し
て
全
国
大
会
出
場
を
め
ざ
し
た

い
」
と
意
気
込
み
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
同
部
は
、
第
50
回
熊
本
県
吹
奏
楽
コ

３年連続県内３大コンクールで金賞受賞
免田中吹奏楽部

永きの自治功労を称えて
松本秀信氏、木場田重人氏に叙勲伝達

11
月
29
日
の
深
田
地
区

を
最
初
に
12
月
６
日
ま
で
の

間
で
各
地
区
の
地
域
審
議
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
度

２
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、

総
合
計
画
の
施
策
を
具
体
化

し
た
「
実
施
計
画
（
素
案
）」
に
つ
い
て
総
務

課
企
画
財
政
班
か
ら
説
明
を
受
け
、
地
域
の

現
状
を
踏
ま
え
て
多
岐
に
わ
た
り
意
見
、
要

望
が
で
ま
し
た
。

ま
た
、
第
１
回
目
か
ら
の
継
続
の
議
題
と

し
て
、「
地
区
ご
と
に
地
元
の
課
題
が
話
し
合

わ
れ
、
町
の
行
政
発
展
の
た
め
に
熱
心
に
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

白石さんケニアより帰国
青年海外協力隊員

青
年
海
外
協
力
隊
員
平
成
16
年
度
２
次

派
遣
隊
員
と
し
て
ケ
ニ
ア
に
派
遣
さ
れ
て

い
た
白
石
文
恵
さ
ん
（
井
上
）
が
こ
の
ほ

ど
２
年
の
任
期
を
お
え
ら
れ
帰
国
さ
れ
ま

し
た
。

白
石
さ
ん
は
、
職
業
訓
練
校
の
秘
書
科

講
師
と
し
て
ケ
ニ
ア
の
ウ
ォ
テ
に
派
遣
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ウ
ォ
テ
に
は
学
校
や
一

般
家
庭
に
電
気
が
普
及
し
て
い
な
い
た
め
、

学
校
で
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
ー
を
お
こ
し
て
パ

ソ
コ
ン
の
授
業
を
行
っ
た
り
、
会
社
を
訪

問
し
、
実
際
に
秘
書
の
仕
事
を
見
学
さ
せ

る
な
ど
実
践
的
な
授
業
を
工
夫
し
て
行
い

ま
し
た
。
任
期
を
お
え
た
白
石
さ
ん
は
、

「
生
徒
が
熱
心
に
取
り
組
み
や
り
が
い
を
感

じ
た
。
自
分
の
身
に
付
い
た
こ
と
を
教
え

他
人
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
か

っ
た
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ケニアでの秘書課の授業風景

左から上田さん、深水さん、塚本さん、
北川さん

岡原地域審議会

地域の課題や現状について協議
あさぎり町地域審議会が５地区で開催

ン
ク
ー
ル
、
Ｒ
Ｋ
Ｋ
器
楽
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル

で
も
金
賞
を
受
賞
さ
れ
て
お
り
、
３
年
連
続

県
内
３
大
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
総
な
め
の
偉
業

を
成
し
遂
げ
て
い
ま
す
。
３
月
に
は
第
２
回

定
期
演
奏
会
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
顧
問
の

定
政
由
貴
先
生
が
「
た
く
さ
ん
の
町
内
の

方
々
に
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

犬童町長より木場田さん（写真左）、松本さん（写真右）のご遺族
に表彰状が手渡されました
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「認知症」という言葉を聞いたことはありますか？
脳硬塞や外傷などのいろいろな原因で脳の働きが悪くなったために記憶障害や、理解・判断力の低下、

実行機能の低下などを引き起こす病気です。その患者数は増加傾向にあり誰でも発症する可能性がある
のです。
しかし、認知症の正しい知識を持ち対応すれば進行を遅らせることができたり、家族と地域の方々と

共に見守ることで、認知症になっても暮らしやすい街づくりができるのです。
そこで、認知症を知っていただくための講座を開催いたしますので、ぜひこの機会に参加して認知症

を知ってください。

期　日 平成１９年２月２２日（木）
場　所 あさぎり町商工コミュニティセンター　ポッポー館２階
時　間 午後１時受付　午後１時３０分から午後３時まで（予定）

内　容 認知症の基礎知識（症状とは）、早期診断・治療の必要性、認知症の方への対応や家族の方への
支援など

※講座終了後は、認知症を知っていただいた証としてオレンジリングをお渡しします。
（参加者の名簿は作成しませんが準備のため、参加希望される方は予定人数だけでも連絡いただければ
幸いです。）

お問い合わせ先 あさぎり町　健康福祉課　高齢総合班　蕁４５－７２１５
あさぎり町地域包括支援センター　　　蕁４５－７２３１

～　認知症を知ってください！！　～
『認知症サポーター養成講座のお知らせ』

あさぎり町運動普及推進員会では、町民の皆様の健康及び体力づくりの一環としてウォーキング大会を計画
いたしました。あさぎり町の文化財にふれながら１日いい汗をかいてみませんか。ご家族そろっての多数のご
参加をお待ちしています。

期　　日 平成１９年２月１８日（日）
集合場所 あさぎり町深田せきれい館
集合時間 午前８時３０分　　９時出発
コ ー ス 文化財を巡りながら約４ｋｍのコース

あさぎり町役場深田せきれい館（オオサンショウウオ）⇒辻の堂⇒
内山庚申塔⇒内山観音堂⇒内山八幡宮⇒内山地蔵⇒万人講結衆板碑
⇒翠光園石垣⇒深田小出土旧石器⇒深田小くすのき⇒あさぎり町役場深田せきれい館

持ってくるもの 弁当　お茶
そ　　の　　他 あめのつかみ取りや、ゲームを計画しています。その後現地解散となります。
参加申し込み　あさぎり町健康福祉課までお願いします。

＊雨天時はせきれい館でゲーム等を計画しています。

文化財巡りウォーキング大会のお知らせ

お申し込み・お問い合わせ先

あさぎり町　健康福祉課　健康増進班

蕁４５－７２１６
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みんなで食育　楽しく食育
毎月１９日は「食育の日」

お父さん、お母さん忘れていませんか？

たべることは生きることの基本です。

「食育」は改まって取り組むものではなく、毎日の食卓から自然
に学び身についていくものです。「何」をどのように食べて育つ
かは、勉強や遊び、運動をするのと同じように子ども達の成長
に関わるとても重要なことです。
家族そろって囲む楽しい食卓は、家族の貴重なコミュニケーシ
ョンの場になります。朝・昼・夕の規則正しい食習慣、季節感
のある旬の食材、箸や茶碗から知る日本の食文化、そして、ご
飯を中心とした日本型食生活を通して生活習慣病の予防と食料
自給率の向上に努めましょう。

平成19年度住民健診

申し込みの確認について

11月に19年度の各種健診申込書
を提出していただきましたが、1月
に入ってから確認通知を送付して
います。申し込みいただきました
内容に間違いや変更がないかご確
認をお願いいたします。また、健
診申込書を未提出の方がおられま
したら、至急ご提出ください。

お問い合わせ先

あさぎり町　健康福祉課
健康増進班蕁４５－７２１６
保健指導班蕁４５－５１３３

４歳児歯科健診で
むし歯がなかったお友達

今回の健診は、31名の受診者のうち10名のお友達がむし歯な

しでした。これからも、みんないい歯で素敵な笑顔のままでいて

くださいね。(^^)

今回一番むし歯の多い人は、20本の乳歯のうち14本がむし歯

でした。歯磨きや食習慣だけでなく、定期的な歯科受診もこれか

らの習慣にしてほしいと思います。

岡原　永石敬大くん

４歳児歯科健診で
むし歯がなかったお友達

Ｈ18.12.19実施分

岡原　別府理保ちゃん上　山本晃瑠くん上　中村海斗くん

免田　上田美月ちゃん上　森川由尉くん深田　村山菜摘ちゃん

免田　源島　葵ちゃん免田　佐藤ほのかちゃん免田　冨永明日香ちゃん

家族そろって１日１回は食卓を囲みましょう 
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。
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▼
「
よ
そ
の
人
は----

」

私
が
つ
ら
く
さ
み
し
い
思
い

を
し
て
い
て
も
、
よ
そ
の
人
は

気
づ
き
ま
せ
ん
。
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に
は
無
関

心
だ
か
ら
で
す
。

▼
「
お
友
だ
ち
は----

」

お
友
達
に
も
そ
の
さ
み
し
さ

を
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ま
く
説
明
で
き
ま
せ
ん
。

語
れ
ば
語
る
ほ
ど
自
分
が
み
じ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
か

ら
で
す
。
だ
か
ら
、「
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、
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く
ら
い
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と
で
」
と
、
お
友
だ
ち
は
笑
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の
で
す
。

▼
「
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か
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ん
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で
も
、
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か
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さ
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明
し
な
く
と
も
た
だ
優
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し
て
く
れ
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で
す
。
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憂
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て
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人
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。

▼
「
仏
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」

仏
さ
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は
私
の
さ
び
し
さ
を
取
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い
た
り
、
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わ

っ
た
り
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し
て
く
れ
ま
せ
ん
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を
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び
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ね
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ま
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存
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す
べ
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入
れ
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）
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げ
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の
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く
れ
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で
す
。

▼
人
権
感
覚
と
は
、『
人
の
痛
み
が
分
か
る
心
』
と
も

言
わ
れ
ま
す
。
私
も
こ
の
詩
の
お
母
さ
ん
の
よ
う
に
、

仏
様
の
よ
う
に
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の
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の
痛
み
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丸
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と
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入
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れ
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な
れ
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し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
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参
考
資
料
＝
矢
崎
節
夫
著
「
金
子
み
す
ゞ
の
心
」

＊
町
内
中
学
校
の
人
権
集
会
で
「
い
じ
め
を
許
さ
ぬ
ク

ラ
ス
づ
く
り
」
と
い
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題
で
話
を
し
ま
し
た
。

（
そ
の
ま
と
め
）

（
文
責
　
人
権
教
育
指
導
員
　
丸
目
敏
輝
）

～いじめ自殺を防ぐために～

①
　
い
じ
め
て
い
い
理
由
な
ど
は
な
い

「
・
・
・
だ
か
ら
あ
い
つ
は
い
じ
め
ら
れ
て
当
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だ
」
と
思
い
込
ん
で
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分
を
正
当
化
す
る
が
、
相
手

を
傷
つ
け
た
り
、
侮
辱
し
て
い
い
理
由
は
な
い
。
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じ
め
る
側
が
す
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て
悪
い
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弱
い
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い
じ
め
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劣

で
あ
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、
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間
と
し
て
恥
ず
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。

②
　
相
談
す
る
勇
気
を

心
が
傷
つ
き
、
苦
し
ん
で
い
た
ら
、
ど
う
か
誰
か

に
相
談
し
て
ほ
し
い
。
ど
こ
か
に
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ず
助
け
て
く
れ

る
人
、
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
。
君
は
独

り
ぼ
っ
ち
じ
ゃ
な
い
。

③
　
仲
裁
者
層
を
多
数
派
へ

い
じ
め
を
許
さ
な
い
ク
ラ
ス
づ
く
り
は
、
多
数
派

（
い
じ
め
グ
ル
ー
プ
、
傍
観
者
）
を
少
数
派
に
し
、

仲
裁
者
層
を
多
数
派
に
し
、
い
じ
め
で
苦
し
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で
い

る
子
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立
化
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防
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こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
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何
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話
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え
る
（
弱
い
立
場
の
者
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自
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意
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え
る
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級
づ
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そ
う
。

④
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う

・
相
手
が
嫌
が
る
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し
な
い
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さ
せ
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い
。

・
見
て
見
ぬ
ふ
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を
し
な
い
心
　

・
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
行
動
す
る
心
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平成19年度住民税申告のご案内 

平成１８年分の所得税（国税）とともに、

住民税(町・県民税）の申告相談を２月１３

日から３月１５日までの期間で行います。

平成１９年１月１日現在、あさぎり町内に住所のある方で、次の（1）～（8）のいずれ

かに該当する方。

所得の申告がないと未申告扱いとなり、あなたの収入状況につ

いて全く情報がないままとなってしまい、所得（各種）証明書の

発行ができないほか、所得から算出する国民健康保険税や介護保

険料も正しく計算（低所得者に対する軽減措置）されません。

申告日程は１４ページに記載しています。

申告をしなければならない方

申告しなかった場合

（1）
営業、農業およびその他の事業を営んでいた方や、大工、左官、外交、集金など

の仕事をされていた方

（2） 利子、配当及び地代、家賃など不動産所得のあった方

（3） 土地等を売った方

（4） 給与所得者で、勤務先から給与支払報告書があさぎり町に提出されていない方

（5） 給与所得者で、給与以外に農業や年金、不動産、営業などによる所得があった方

（6） 給与所得者で、前年の中途に退職し、その後就職されていない方

（8） 国民健康保険・介護保険に加入している人及びその世帯主

（7） 複数の事業者から給与の支払を受けた方で、年末調整されていない方

※抜き取ってご利用ください。
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税務署へ申告書を提出しなければならない方

平成１９年１月１日現在、あさぎり町内に住所のある方で、次の（1）～（3）のいずれ

かに該当する方は、人吉税務署へ申告書を提出してください。

※また、上記以外で申告書控えに税務署の収受日付印が必要な方は直接税務署へ申告書を提出してください。

申告に必要なもの

人吉税務署から申告書

が送付された方①

住宅借入金等特別控除

を初めて受ける方② 土地や建物を

売った方③

◎生命保険料控除、損害保険料控除のある人は

・申告者の印鑑
・「支払保険料の控除証明書」

◎社会保険料（年金、健康保険、介護保険、雇
用保険等）の支払のある人は

・「領収書」または
「支払証明書」等

◎税金の還付を受ける人は

・申告者名義の預金通帳
（口座番号のメモでも可）

◎給与、年金や配当などのある人は

・「源泉徴収票」

◎医療費控除を受ける人は

・「支払った医療費の領収書」
・「保険などで補てんされた金額の明細書」
・医療費の支払先が多い場合や高額な場合には「医療費の明細書」

（「医療費明細書」は税務署及び役場に用意しています。）

◎住宅借入金等特別控除を受ける人は

・「住宅取得資金に係る借入金の
年末残高証明書」など
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申告相談時の注意事項

事業所得はすべて『収支計算』で申告していただくことに

なっています。収支内訳が整理されていない方は受付けが後

回しになりますので、必ず１年分の収支を項目ごとにまとめ

てお越しください。

家事消費分を含む収入と経費をまとめて申告されますようにお願いします。

また、農協など販売先からの出荷証明書、振込のあった通帳や購入資材費一覧、領収書

など収入金額や支出金額が確認できる資料をお持ちください。

医療費の領収書は医療を受けた人ごとにきちんと整理し、計算してきてください。

申告相談時に計算していない方は、記載席で整理・計算していただきますので、受け付

けが後回しになります。

医療費控除に関する詳しいことは、「医療費控除を受けられる方へ」を用意しています

ので参考にしてください。

平成１６年分の所得税の確定申告等において、課税売上高が１千万円を超えた方は、平

成１８年分は消費税の課税事業者となりますので、消費税の確定申告が必要となります

（申告日程は１４ページ参照）。なお、一般課税により申告する事業者は、課税仕入れ等の

事実を記載した帳簿と請求書等の両方の保存が必要となり、保存がない場合は、仕入れや

経費の支払の際の消費税額を控除することができませんので、十分ご注意ください。

事業（農業・営業・不動産等）所得

農業所得

医療費控除

消費税

パソコン申告受付

申告受付は、面接相談の迅

速化と効率化を図るためパソ

コンでの受付となります。

◎申告についてお分かりにならな

い点がありましたら、お気軽にお

たずねください。

お問い合わせ先

あさぎり町

税務課　町民税係

蕁45-7212
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平成19年度
（平成18年分）申告受付と申告相談日程 受付時間

午前9：00～11：30

午後1：00～ 4：00

月 日 曜日 対象地区 会　場 対象地区 会　場

２月13日 火 皆越 皆越公民館（午前中）

２月14日 水 狩所・麓・秋時

議会事務局

（旧上村中央公民館）

覚井

須恵文化ホール２月15日 木 井上・下永里・永里 阿蘇・寺池

２月16日 金 上永里・塚脇・榎田 屯所

２月19日 月 平和・石坂・永山 宮麓・熊野

温華乃遥（岡原）

２月20日 火 清水・上西別府・下西別府 竹野

２月21日 水 柳別府・神殿原 別府・斉堂

２月22日 木 今井

本庁舎

開墾・岡麓・永岡

２月23日 金 堀角・大正町 桧山・福留

２月26日 月 築地・下乙

２月27日 火 吉井① 古草城・明廿

せきれい館（深田）
２月28日 水 吉井② 下里・内山

３月 1日 木 黒田 新・植の里

３月 2日 金 永才 庄屋・仁王

３月 5日 月 本町・二子

※予備日は申告会場が大変混雑し長時間

お待ちいただくことになりますので、で

きるかぎり対象地区の指定日にご来場く

ださい。

※事業所得や医療費控除の集計をされて

いない方は受付が後回しとなりますので、

ご了承ください。

※消費税の受付として3/16～30（土・

日・祝日を除く）を設けております。

３月 6日 火 八幡町・久鹿

３月 7日 水 吉井住宅

３月 8日 木

予備日（本庁舎）

３月 9日 金

３月12日 月

３月13日 火

３月14日 水

３月15日 木

３月16日 金

消費税のみ申告受付（本庁舎）〜

３月30日 金

年金受給者に対する確定申告書作成説明会のご案内
１　開催日及び会場 ※ご自身の都合に合わせ
て各説明会場においでください。

２　開催時間
（午前の部）午前９時３０分から
（午後の部）午後１時３０分から

３　お持ちいただく書類等
①　送付された申告書（送付がない方は会場にて
交付します。）

②　筆記用具（ボールペン）・計算用具
③　平成１８年分公的年金等の源泉徴収票
④　他の給与所得のある方はＨ18年分源泉徴収票
⑤　国民年金・健康保険料（税）・生命保険料・
損害保険料等の支払証明書等

⑥　申告される方の金融機関名・支店名・口座番
号のわかるもの

⑦　当日申告書を提出される方は印鑑をお持ちく
ださい。

４　お問い合わせ先
人吉税務署個人課税第１部門　蕁 23-2313

開　　催　　日 説　明　会　場

平成１９年
２月５日（月）

あさぎり町商工コミュニティセ
ンター「ポッポー館」

平成１９年
２月６日（火）

多良木町多目的研修センター研
修室２階

平成１９年
２月７日（水）

人吉カルチャーパレス　第２会
議室

平成１９年
２月８日（木）

人吉カルチャーパレス　第２会
議室
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広告募集 
広告を掲載しませんか？ 

１枠１回 15,000円 

掲 載 枠： 「 広報あさぎり 」 紙面の最下段１枠 （縦 45㍉×横 170㍉） 
申込方法：企画広報グループ備え付けの広告掲載申込書に広告の 

版下を添えて 、 掲載希望号の１ヶ月前までに提出 。 
申 込 先：総務課企画財政班企画広報グループ　 蕁 45-7211
掲載しない内容 
●政治性若しくは宗教性のあるもの又は選挙関係のもの●意見広告又は名刺広告に類するも 
の●風俗営業又はこれに類するもの●商品先物取引又は貸金業に類するもの●通信販売又は 
訪問販売に類するもの●求人広告又はこれに類するもの●公序良俗に反するもの●その他町 
長が適当でないと認めるもの 

行革通信  行革通信  その20
　町では、現在「夢ふくらむまち」に向けて、行財政改革に取り組んでいます。そこで、役場に勤めている「ヒ
バリさん」とヒバリさんの家族の会話で、平成18年度中に行われる改革について、わかりやすくお話しします。 

「夢ふくらむまち」に向けた新たな取り組み 

次回に続く 

 

　町税、国民健康保険税、介護保険料、上下水道使用料などについて、口座振替を促進す
るなど、納付率の向上を目指しています。また、コンビニ店窓口収納も検討する必要があ
ります。滞納者については、全課長参加による一斉特別徴収対策を実施し、場合によっては、
財産や給与などの差押え（自動車のタイヤロック）も実施します。 

　そうね、「ゆめ」と「あさと」の言うとおりよね。いろんな施設の状況を見ながら、料
金改定や、施設のあり方について検討して、不均衡が生じないようにしているのよ！ 

興味、関心のある方は
ご連絡ください。 

　例えば、同じような施設を使うのに使用料に差があれば不均衡が生じるため、
部分的な値上げ等、各施設の実情に応じた使用料の改定を行う必要があります。 

登場人物の紹介 

公 平 な 町 民 負 担 に つ い て  

　納付率の向上はどうやって進めるの？ 

　うん！僕もそう思うよ！ 

　税の徴収はわかったよ。この前も聞いたかもしれないけど、公平な負担とはどんなこと？ 

　今回は、納付率の向上や公平な町民負担に向けた改革についてお話しするね。 

　同じような使い方をするのに違う料金じゃおかしいよね。 

お問い合わせ先：行財政改革推進室　蕁45-1111

下の枠内に広告募集します！ 
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ＡＬＴコラム 

Hello, everyone!!

今月の英語 
It makes me ̃.  「それは私を～にさせる。」 

例文）It makes me sad.  

　　　「それは私を悲しくさせる。」 

覚
え
た 

か
な
？ 

Menda Elementary
School

I love teaching at Menda
Elementary.  The students are

always very 元気 and the teachers are
always happy to teach English.  Happy students make
teaching much more fun.  Everyone at Menda is serious
about studying English; the whole school is decorated
with signs and posters in English.  It makes me happy
when I walk around the school.
One of my favorite things about teaching at Menda
Elementary is lunch time.  The students are always
happy to talk, and they usually play "Rock, Paper,
Scissors" to see who gets to sit with me.  That always
makes me laugh.
Whenever I see Menda Elementary students around
Asagiri, they shout my name.  It's always funny to be
walking down the street and see some children in yellow
hats jumping up and down shouting "RICHAAAAAAAAADO
SENSEEEEEEI!!!"  It makes me happy to see such
enthusiastic students.
The only bad thing about teaching at Menda
Elementary is that some people still call me "Joshua
Sensei".  I think this is kind of funny.  I wonder if the
students who still call me Joshua even realize that I'm a
different person.  It's not very bad, though.  It makes
me laugh.

Richard Wright

免田小学校

私は免田小学校で英語を教えるのが大好きです。子ども
たちはいつも元気いっぱいで、先生方は常に英語を教える
ことを楽しんでおられます。明るい子どもたちが授業をも
っと楽しくしてくれます。免田小学校では、全員が英語学
習に熱心に取り組んでいます。英語のカードやポスターが
学校のいたる所に掲示してあります。私は校舎内を歩いて
いてうれしくなります。
免田小学校での楽しい事の１つに、給食の時間がありま

す。子どもたちは、いつもうれしそうに私に話しかけてく
れます。私が座る場所を、子どもたち同士でジャンケンし
て決めます。それを見て、私はいつも笑ってしまいます。
町内で免田小学校の子どもたちを見掛けると、彼らは必

ず私の名前を叫びます。黄色い帽子をかぶった子どもたち
が、飛び跳ねながら、「リチャ～ド　せんせ～い！」と叫び
ます。その元気いっぱいの姿は私をうれしくさせます。
免田小学校で１つだけ悲しいことは、今でもたまに「ジョ
シュア先生」と呼ばれることです。「ジョシュア先生」と呼
ぶ子どもたちは、私が違う人だと分かっているのかな？ま
あ、それほど気にはしていませんが、笑えますよね。

リチャード・ライト
（訳：白柿浩美）

リチャード

本町の教育関係者が一堂に会し、就学前教育、学校教育をはじめ、生涯学習に係る領域での研究や取り組みを発表し
あい、今後の教育に資するとともに、本町教育の取り組み等の理解を深める場として学校教育実践発表会を行います。

日　時 平成19年２月８日　（木）
午後１時45分～午後４時30分

場　所 深田校区公民館せきれい館　
日　程 発　表　　　14：00～15：15

①学校教育研究会特別支援教育部会
特別支援教育「これからのあさぎり町の特別支援体制について」

②免田小学校　
国際理解教育　「積極的なコミュニケーション活動を展開させる英語活動の創造」

③深田小学校
健康教育「家庭と協力して取り組む食育を通して」

④上小学校
幼・保・小・中連携　「本校の幼・保・小連携の取組みについて」
講　話 15：25～16：25
講　師　　球磨養護学校教頭　鬼塚　行彦　氏
演　題　　「特別支援教育の動きとセンターとしての役割」
主　催 あさぎり町教育委員会　あさぎり町学校教育研究会
※どなたでも参加できます

第１回あさぎり町学校教育研究会実践発表会を開催します
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９月に開講しました第１期の英会話教室は、多くの方々に参加いただき12月で閉講いたしました。暫くお休みの期

間をいただいて３月より第２期の英会話教室を開講します。

つきましては下記のとおり受講生を募集します。第１期に参加いただいた方も、ご面倒ですが再度申し込みをいた

だきますようお願いします。多数の参加をお待ちしています。

なお、施設利用料等としてコース毎に負担金をいただくことになっております。申込書提出時に納入いただきます

ようお願いいたします。

○募集期間　　　平成19年２月23日（金）まで

○実施期間　　　平成19年３月～平成19年６月

○申込方法　　　役場支所に備え付けの申込用紙に必要事項を記入の上、教育委員会に提出してください。

○負担金　　　　基本コース（昼の部）１，０００円

（第２期分） 基本コース（夜の部）１，０００円

応用コース（夜の部）１，０００円　

＊別途テキスト代等が発生する場合があります。

平成１８年度　あさぎり町英会話教室（第２期）のご案内

あさぎり町では、町内の将来有為な人材を育成する目

的で、高校・大学等に進学または在学する生徒のうち、

学校納付金等の支払いが困難と認められる方に対して奨

学金貸与を行います。

平成19年４月から、高校及び大学等に進学予定の中学

３年生または高校３年生（高校または大学等の在学生を

含む）で奨学金貸与を希望される方は、下記事項に留意

のうえ、奨学金貸与申請の手続きをしてください。

１．貸与対象者 あさぎり町に生活の本拠を有し、２年

以上在住する者の子

※ただし、他の奨学金制度を利用されている場合は

併用できません。

２．奨学金の額及び貸与期間

【１】大　学　生（短大生） 月額　４０,０００円

【２】高等専門学校生　　　　　月額　３０,０００円

【３】各種専門学校生　　　　　月額　３０,０００円

【４】高　　校　　生　　　　　月額　１５,０００円

貸与期間は、奨学生が在学する学校の正規の修

学期間とします。（修学年数が異なる場合は、その

学校の修学期間とします。）

３．返還方法 卒業１年後（１年据置）から、貸与期

間の２倍の期間以内に、無利子で返還することにな

ります。

４．申請方法 必要書類を教育委員会へ提出してくだ

さい。（必要書類は教育委員会にあります）

５．提出期限 平成19年２月１日～３月30日まで

６．決定通知等 申請者に文書で通知します。

４月上旬に選考委員会の選考審議を経て決定されま

す。

７．提出先及びお問い合わせ先

あさぎり町教育委員会　学校教育班　蕁45－7226

あさぎり町奨学金制度について（ご案内）

クラス名 授業の日時

場　所
期　間

（第２期）
講　師

定　員

昼
の
部

基本コース

毎週木曜日 農村女性の家

午後2:00～午後3:00
職員１名

毎週木曜日

午後3:00～午後4:00 各１０名程度 平成１９年３月

夜
の
部

基本コース

せきれい館

毎月　第２、第４木曜日 職員１名 〜

午後7:30～午後9:00 ＡＬＴ１名

３０名程度 平成１９年６月

応用コース

せきれい館

毎月　第１、第３木曜日
ＡＬＴ２名

午後7:30～午後9:00

３０名程度

お問い合わせ先
あさぎり町教育委員会　学校教育班

蕁 ４５－７２２６
ＦＡＸ　４５－３６６７
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次
の
方
々
の
ご
遺
族
か
ら
、
あ

さ
ぎ
り
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
多

額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ
の
使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ご
芳
志
に
添
う
よ
う
慎
重
に
考
慮

し
、
本
町
の
福
祉
向
上
の
た
め
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
厚
情
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
18
年
12
月
１
日
〜
12
月
末

日
受
付
分
ま
で
）

※
敬
称
略

校
区
　
　
寄
附
者
　
　
故
人

深
田
　
中
尾
律
子
　
　
中
尾
盛
太

須
恵
　
落
合
久
子
　
　
落
合
　
勉

須
恵
　
松
村
ユ
キ
エ
　
松
村
豊
續

上
　
　
前
田
幸
子
　
　
前
田
　
平

上
　
　
岩
崎
孝
紘
　
　
岩
崎
千
代
子

岡
原
　
田
中
　
隆
　
　
田
中
ツ
ル
子

岡
原
　
赤
池
美
由
紀
　
赤
池
誠
一
郎

深
田
　
恒
松
ゆ
み
子
　
恒
松
武
則

岡
原
　
北
川
定
利
　
　
北
川
キ
ヨ
メ

社
協
へ
の
ご
寄
附

社
協
へ
の
ご
寄
附 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

社
協
へ
の
ご
寄
附 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

で
す
が
、
今
で
は
そ
の
行
事
も
途
絶

え
て
い
ま
す
。
こ
の
「
狩
所
の
老
松
」

に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
話
が
あ
り

ま
す
。

「
昔
、
岡
本
に
清
兵
衛
ど
ん
と
い
う

え
ら
い
人
（
お
侍
）
が
居
っ
た
。
あ

る
時
、
殿
さ
ま
が
市
房
参
詣
の
折
り
、

帰
り
道
に
清
兵
衛
ど
ん
方
に
挨
拶
に

立
ち
寄
ら
れ
た
。
そ
の
時
清
兵
衛
ど

ん
は
、
玄
関
の
大
戸
で
び
し
ゃ
り
と

頭
を
く
だ
い
て
殺
し
て
し
ま
お
う
と

た
く
ら
ん
で
い
た
。
殿
さ
ま
は
、
門

前
に
馬
を
立
て
て
つ
な
が
ず
に
家
来

に
引
か
せ
て
お
い
た
。
清
兵
衛
ど
ん

方
の
玄
関
に
立
ち
、
鉄
扇
を
大
戸
の

敷
居
に
は
め
て
お
辞
儀
を
し
て
挨
拶

し
、
そ
の
ま
ま
急
い
で
馬
に
飛
び
乗

あ
さ
ぎ
り
面
白
ば
な
し
筥

清
兵
衛
ど
ん
の
は
な
し
（
そ
の
２
）

今
回
も
相
良
清
兵
衛
頼
兄
、
す
な

わ
ち
清
兵
衛
ど
ん
の
話
で
す
。

あ
さ
ぎ
り
町
上
東
狩
所
の
県
道
43

号
に
あ
る
狩
所
バ
ス
停
の
前
に
「
名

勝
狩
所
」
と
い
う
高
台
が
あ
り
、
今

で
は
、
町
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
た
大
樹
の
ベ
ニ
タ
ブ
が
威
勢
を
誇

っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、
老
松
が

は
え
る
景
勝
地
で
あ
っ
た
そ
う
で
、

江
戸
時
代
、
相
良
の
殿
さ
ま
の
一
行

が
狩
猟
の
時
に
勢
ぞ
ろ
い
を
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
と
も
、
ま
た
地
元
で

は
、
白
髪
岳
に
向
か
っ
て
雨
乞
い
の

神
事
を
行
い
、
雨
乞
い
踊
り
を
奉
納

し
た
と
こ
ろ
と
も
伝
え
、
彼
岸
の
中

日
に
は
相
撲
が
行
な
わ
れ
、
茶
店
も

立
ち
並
ぶ
賑
い
を
み
せ
て
い
た
そ
う

り
西
を
め
ざ
し
て
一
生
懸
命
に
馬
を

飛
ば
さ
れ
た
。
清
兵
衛
ど
ん
は
事
仕

損
じ
た
り
と
す
ぐ
に
鉄
砲
を
持
ち
、

自
身
も
馬
に
乗
り
、
殿
さ
ま
の
後
を

追
っ
て
上
村
永
山
の
狩
所
ま
で
来
た

時
、
殿
さ
ま
は
既
に
上
村
の
麓
の
坂

を
上
っ
て
お
ら
れ
た
か
ら
「
し
ま
っ

た
、
仕
損
じ
た
」
と
い
っ
て
、
か
た

へ
の
松
の
木
に
下
が
り
さ
す
が
の
清

兵
衛
ど
ん
も
涙
を
流
し
て
泣
い
た
そ

う
だ
。
そ
の
松
を
「
清
兵
衛
ど
ん
の

泣
き
松
」
と
い
っ
て
明
治
の
頃
ま
で

あ
っ
た
と
い
う
」（
球
磨
郡
誌
よ
り

抜
粋
）

清
兵
衛
ど
ん
は
、
奇
才
と
豪
胆
と

を
持
ち
合
わ
せ
た
無
比
の
人
傑
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
才
覚
を
持

っ
た
が
た
め
ご
う
慢
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

名
勝
狩
所
の
「
清
兵
衛
ど
ん
の
泣

き
松
」
の
話
は
本
当
の
こ
と
と
は
思

わ
れ
ま
せ
ん
が
、
頼
寛
公
の
思
い
と

し
て
、
幕
府
か
ら
清
兵
衛
に
対
し
意

見
を
し
た
く
ら
い
で
は
到
底
だ
め
で

あ
り
、
後
に
ど
ん
な
仕
返
し
が
あ
る

か
判
ら
な
い
と
い
う
の
が
心
配
で
あ

り
ま
し
た
。
一
方
清
兵
衛
ど
ん
も
、

後
日
捕
え
ら
れ
る
気
配
を
感
じ
て
か

藩
主
を
代
え
て
し
ま
お
う
と
心
の
中

で
考
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
話
は
頼
寛
公
と
清
兵
衛
ど
ん
の
確

執
を
物
語
る
話
で
す
。

（
文
責
　
あ
さ
ぎ
り
町
教
育
委
員
会

北
川
賢
次
郎
）

善
意
の
心
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

12
月
15
日
、
あ
さ
ぎ
り
町
社

会
福
祉
協
議
会
内
の
訪
問
介
護

事
業
所
職
員
で
組
織
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
ハ
イ
ヒ
ー

ル
会
（
星
原
文
香
代
表
）
よ
り
、

寄
付
金
が
あ
さ
ぎ
り
町
へ
贈
ら

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
夢
ま
つ
り
と
、
福
祉

ま
つ
り
で
古
着
や
不
要
品
を
販

売
し
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

益
金
で
、
福
祉
に
役
立
て
て
下

さ
い
と
犬
童
町
長
へ
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

同
会
で
は
不
要
品
や
使
用
し

な
い
引
き
出
物
、
古
着
な
ど
を

集
め
て
い
ま
す
。
不
要
品
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
あ
さ
ぎ
り
町
社

会
福
祉
協
議
会
内
の
訪
問
介
護

事
業
所
（
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
内
）

へ
お
持
ち
寄
り
下
さ
い
。

ハ
イ
ヒ
ー
ル
会
よ
り
益
金
が

寄
附
さ
れ
ま
し
た

12
月
３
日
藤
間
流
淑
寿
恵

（
本
名：

前
田
京
子
さ
ん
・
寺

池
）
社
中
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ

ョ
ー
が
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
、
そ
の
益
金
が
あ

さ
ぎ
り
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し

た
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
に

は
遠
く
は
宮
崎
県
都
城
市
か

ら
も
来
場
さ
れ
、
町
内
８
つ

の
福
祉
施
設
か
ら
も
利
用
者

を
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

同
月
５
日
あ
さ
ぎ
り
町
役
場

を
来
庁
さ
れ
山
本
収
入
役
に

金
一
封
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

藤
間
流
淑
寿
恵
社
中
よ
り

益
金
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
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「
誰
も
が
住
み
よ
い
町
と
は
？
」
そ
う
質

問
さ
れ
た
時
、
皆
さ
ん
な
ら
な
ん
と
答
え
ま

す
か
？

き
っ
と
す
ぐ
に
明
確
な
答
え
を
出
せ
る
人

は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
僕
が
こ
の
コ
ラ
ム

で
町
づ
く
り
・
高
齢
者
・
障
害
者
の
問
題
を

取
り
上
げ
る
時
、
よ
く
使
っ
て
い
る
『
バ
リ

ア
フ
リ
ー
』
や
『
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
』

と
い
う
言
葉
。
僕
は
今
回
、
東
京
と
い
う
日

本
の
中
心
に
行
っ
て
、
改
め
て
自
分
の
目
で
、

そ
し
て
体
で
こ
の
言
葉
を
実
感
し
て
き
ま
し

た
。
中
で
も
『
車
イ
ス
で
入
れ
る
飲
食
店
』

が
思
っ
た
以
上
に
少
な
か
っ
た
の
に
は
驚
き

ま
し
た
。
東
京
に
行
っ
て
２
日
目
、
３
日
目

と
両
親
と
一
緒
に
夕
食
を
食
べ
る
た
め
店
を

探
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
の
店
も
固
定
式

の
イ
ス
ば
か
り
、
車
イ
ス
の
入
れ
る
ス
ペ
ー

ス
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
僕
は

店
で
食
事
を
す
る
事
を
あ
き
ら
め
、
両
親
に

「
も
う
夜
も
遅
か
し
、
２
人
と
も
き
つ
か
け

ん
コ
ン
ビ
ニ
の
弁
当
で
よ
か
よ
。
」
と
言
い

ま
し
た
。
す
る
と
両
親
は
「
東
京
ま
で
来
て
、

コ
ン
ビ
ニ
の
弁
当
食
わ
ん
で
よ
か
ろ
う
も

ん
、
ま
あ
待
て
ど
っ
か
あ
る
！
」
と
言
っ
て

探
し
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
母
が
一

軒
の
そ
ば
屋
を
見
つ
け
、
車
イ
ス
で
も
大
丈

夫
か
聞
い
て
み
る
と
、
店
員
さ
ん
が
笑
顔
で

「
イ
ス
を
動
か
せ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
。」
と

言
っ
て
す
ぐ
に
イ
ス
を
外
し
て
案
内
し
て
下

さ
り
、
お
か
げ
で
お
い
し
い
お
そ
ば
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
の
日
の
夜
、
再

び
両
親
と
夕
食
の
店
探
し
。
前
日
と
同
じ
く

夜
の
町
を
歩
き
な
が
ら
、
両
親
に
「
何
食
う

や
。
」
と
聞
か
れ
、
僕
は
「
昨
日
の
そ
ば
屋

か
、
コ
ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ
り
」
と
答
え
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
両
親
に
「
こ
れ
以
上
き
つ
い

思
い
を
さ
せ
た
く
な
い
。
」
と
い
う
思
い
か

ら
自
然
に
出
た
言
葉
で
し
た
。
し
か
し
、
両

親
は
「
２
日
続
け
て
同
じ
も
ん
食
う
か
！
」

と
言
っ
て
、
違
う
店
を
探
し
て
く
れ
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
あ
る
焼
肉
店
を
見
つ
け
ま
し

た
。
顔
を
あ
げ
て
店
名
を
見
る
と
、
そ
の
店

は
テ
レ
ビ
の
グ
ル
メ
番
組
に
よ
く
登
場
す
る

有
名
店
で
、
中
を
見
る
と
た
く
さ
ん
の
お
客

さ
ん
が
空
席
待
ち
を
し
て
い
た
の
が
見
え
た

の
で
、
僕
は
も
う
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
母
は
、
中
に
い
た
店
員
さ
ん
に

「
車
イ
ス
な
ん
で
す
け
ど
だ
め
で
す
か
？
」

と
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
す
る
と
中
か
ら
返

っ
て
き
た
の
は
、「
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

た
だ
い
ま
満
席
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
し

ば
ら
く
お
待
ち
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
」

と
い
う
答
え
。
普
通
な
ら
そ
こ
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
所
で
す
が
、
そ
の
店
員
さ
ん
は
「
こ

こ
か
ら
少
し
行
っ
た
所
に
姉
妹
店
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
て
み
ま
す
。
お
座
敷

で
も
大
丈
夫
で
す
か
？
」
と
言
っ
て
電
話
を

か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
間
も

な
く
し
て
「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
１
つ
空
き
が
ご

ざ
い
ま
し
た
の
で
・
・
・
。
」
と
言
っ
て
待

っ
て
い
る
僕
た
ち
の
所
へ
来
て
下
さ
い
ま
し

た
。
僕
た
ち
は
お
礼
を
言
っ
て
店
に
向
か
お

う
と
す
る
と
、
店
員
さ
ん
が
笑
顔
で
「
ご
一

緒
に
ご
案
内
し
ま
す
。
」
と
言
っ
て
店
の
中

ま
で
案
内
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
日

は
冷
た
い
風
が
吹
く
と
て
も
寒
い
夜
で
し

た
。
店
に
向
か
う
途
中
、
今
ま
で
の
事
を
話

す
と
「
せ
っ
か
く
来
ら
れ
た
ん
で
す
か
ら
、

お
い
し
い
物
を
食
べ
て
い
か
れ
て
く
だ
さ

い
。
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
僕
は

そ
の
日
、
そ
の
店
員
さ
ん
と
店
に
感
謝
し
な

が
ら
食
事
を
し
ま
し
た
。

次
の
日
、
帰
り
の
飛
行
機
の
時
間
ま
で
４

時
間
ほ
ど
各
自
自
由
行
動
を
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
僕
も
団
員
の
人
達
数
人
と
上
野
へ

向
か
お
う
と
千
駄
ヶ
谷
駅
か
ら
電
車
に
乗
っ

た
時
、
新
た
な
発
見
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

ボ
タ
ン
１
つ
で
速
度
を
変
え
る
事
の
で
き
る

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
あ
っ
た
事
で
す
。
そ
の

お
か
げ
で
、
普
通
、
車
イ
ス
で
は
絶
対
に
利

用
す
る
事
を
避
け
て
し
ま
う
僕
た
ち
が
、
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
安
全
に
、
そ
し
て
安
心
し

て
乗
れ
た
事
は
大
き
な
発
見
で
し
た
。
ま
た
、

そ
の
時
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
操
作
し
て
く
れ

た
駅
員
さ
ん
が
僕
に
か
け
て
く
だ
さ
っ
た

「
う
ち
の
駅
に
も
来
年
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
つ
く
か
ら
ま
た
遊
び
に
き
て
よ
。
」
と
い

う
言
葉
も
忘
れ
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
回

東
京
に
行
っ
た
事
は
い
ろ
い
ろ
と
大
変
な
事

も
あ
り
ま
し
た
が
、
新
た
な
発
見
を
す
る
事

も
で
き
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

で
は
、
『
誰
も
が
安
心
し
て
、
ま
た
安
全

に
住
め
る
町
を
』
つ
く
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
以
前
僕
は
テ
レ
ビ

で
、
全
国
の
障
害
者
と
健
常
者
（
高
校
生
・

大
学
生
・
大
学
教
授
等
）
が
意
見
を
交
わ
し

合
う
討
論
番
組
を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
大
阪
の
重
度
の
脳
性
マ
ヒ

の
女
性
が
こ
う
発
言
し
ま
し
た
。
「
変
な
言

い
方
だ
け
ど
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
し
て
も
、

身
障
用
ト
イ
レ
に
し
て
も
『
特
別
な
も
の
』

と
か
『
障
害
者
の
た
め
の
も
の
』
だ
と
思
っ

て
い
る
人
が
多
い
事
も
事
実
。
だ
か
ら
、
ま

だ
『
体
の
不
自
由
な
人
や
、
お
年
寄
り
の
た

め
に
必
要
な
も
の
』
と
し
か
、
考
え
ら
れ
て

い
な
い
部
分
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思

う
。
」
こ
の
意
見
を
聞
い
て
、
確
か
に
そ
の

通
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
反
面

で
、
そ
う
考
え
る
人
が
い
て
も
何
の
不
思
議

も
な
い
の
で
は
？
と
も
思
い
ま
し
た
。
一
番

問
題
な
の
は
『
数
の
少
な
さ
』
と
『
表
示
の

仕
方
』
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
僕
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ト
イ
レ
・
駐
車
場
と
い
っ

た
も
の
は
、
多
く
の
人
が
普
通
に
利
用
す
る

も
の
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
数
を
増
や

し
て
欲
し
い
し
、
ト
イ
レ
も
和
式
か
洋
式
か

と
い
う
事
と
、
手
す
り
の
有
無
、
中
の
広
さ

等
が
表
示
さ
れ
て
い
れ
ば
誰
で
も
安
心
し
て

使
え
る
の
に
。
と
思
う
事
が
度
々
あ
り
ま
す
。

確
か
に
『
専
用
』
の
場
所
が
あ
る
事
は
良
い

事
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ

が
本
当
の
目
的
以
外
で
利
用
さ
れ
て
し
ま
う

と
い
う
悲
し
い
現
実
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
テ

レ
ビ
番
組
は
、
こ
ん
な
言
葉
で
終
わ
っ
て
い

ま
す
。
『
私
た
ち
の
前
に
は
、
２
つ
の
段
差

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
見
え
る
段
差
と
目
に
見

え
な
い
段
差
。』

僕
は
、
健
常
者
と
障
害
者
が
同
じ
社
会
の

中
で
生
き
て
い
く
事
が
『
特
別
』
で
は
な
く

『
当
然
』
な
事
で
あ
る
と
思
え
る
社
会
が
来

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ

『
誰
か
の
た
め
』
と
思
う
の
で
は
な
く
『
皆

の
た
め
』
と
思
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

『
誰
も
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
』
そ
の
実
現
の
た
め
に
何
よ
り
も
必
要

な
も
の
、
そ
れ
は
皆
さ
ん
ひ
と
り
一
人
の

『
理
解
と
協
力
』
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

☆
小
口
さ
ん
は
小
児
マ
ヒ

で
両
足
に
障
害
が
あ
り
、

生
活
の
中
で
車
椅
子
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
小
口
さ
ん
の

視
点
か
ら
日
頃
感
じ
ら
れ

る
こ
と
な
ど
を
コ
ラ
ム
で

紹
介
い
た
し
ま
す
。

小口 誠之さん（寺池）

誰もが安全・安心な
　　　　　　町づくり
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あさぎり インフォメーションあさぎり インフォメーション
平成19年から４月29日は「昭和の日」

国民の祝日に関する法律の一部を改正する法律が公
布され、国民の祝日として、新たに「昭和の日」を加
え、「みどりの日」を５月４日とすることとなりました。

昭和の日 ４月29日　激動の日々を経て、復興を遂げ
た昭和の時代を顧み、国の将来に思いをいたす。

みどりの日 ５月４日　自然に親しむとともにその恩
恵に感謝し、豊かな心をはぐくむ。

また、「国民の祝日」が日曜日に当たるときは、そ
の日後においてその日に最も近い「国民の祝日」でな
い日を休日とすることになりました。
なお、この改正は、平成19年１月１日から施行され

ます。

国の教育ローン

利用いただける方 高校・短大・専門学校・大学など入
学・在学される方の保護者で世帯の年間収入
が給与所得者990万円以内、事業所得者770万
円以内の方

融資限度 学生・生徒一人につき200万円以内
返済期間 10年以内（母子家庭等は11年以内）
据置期間 在学期間内で元金の返済を据え置くことがで

きます
返済の目安 10年払い（119回払い）毎月18,820円（金利は

2.30％）
保証 （財）教育資金融資保証基金または連帯保証人

お問い合わせ先
国民生活金融公庫八代支店　蕁0965-32-5195

パロマ工業株式会社に対する緊急命令について

パロマ工業株式会社が製造した半密閉式ガス瞬間湯沸
器７機種には製品の欠陥があると認められることから、
経済産業省は同社に対し、該当する製品の点検及び回収、
消費者への注意喚起、点検及び回収状況の報告を行うよ
う、緊急命令が発動されました。
命令の対象となった製品をお持ちの方で、パロマ工業

株式会社の点検を受けていない方は、至急同社にご連絡
いただくようお知らせいたします。
パロマ工業株式会社への問い合わせ等は、フリーダイヤ
ル　０１２０－３１４－５５２ までご連絡ください。
緊急命令の対象製品
製品名：屋内設置型湯沸器

型式 ：PH-81F、PH-82F、PH-101F、PH-102F、PH-
131F、PH-132F、PH-161F 
製造事業者：パロマ工業株式会社
販売事業者：株式会社パロマ

あさぎり町須恵文化ホール自主文化事業

平成19年２月18日（日）
午後1時00分開場
午後1時30分開演

前売　３００円
当日　５００円
【全席自由】

■入場券販売所・あさぎり町須恵文化ホール・あさぎり町教育委員会
・あさぎり各支所

■お問い合わせ先 あさぎり町須恵文化ホール　蕁４５－５５１１
■主催者 あさぎり町教育委員会　　　蕁４５－７２２７

入
場
料

平成18年度　せきれい館　自主事業

日本だけでなく世界にも童謡（ＤＯＹＯ）を広げ

るために結成されたＤＯＹＯ組を迎え、親子で楽し

める爽やかなハーモニーをお届けします。

★期　日：平成１９年２月４日（日）

１１：００～１２：３０

★場　所：あさぎり町深田校区公民館「せきれい館」

◎参加費：入場無料

＜主　催＞あさぎり町教育委員会　社会教育班

蕁４５-７２２７
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あさぎり インフォメーションあさぎり インフォメーション
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

平
成
19
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入
受
付
が
３
月
よ
り
始
ま
り

ま
す
。

万
一
の
ケ
ガ
に
備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う

５
人
以
上
の
団
体
で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す

（
子
供
の
団
体
、
成
人
の
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
団
体
、

高
齢
者
の
団
体
、
大
人
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
）

お
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部
ま
で

蕁
０
９
６
―
２
１
３
―
９
０
１
５

平
成
19
年
度
　
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
訓
練
生
募
集

建
築
・
建
設
関
係
で
働
く
人
の
技
能
修
得
と
向
上
、
２
級
・
１
級
の
技

能
士
を
目
指
す
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

訓
練
科
目

木
造
建
築
科
　
５
名
程
度

型
枠
施
行
科
　
５
名
程
度

配
管
科
　
　
　
５
名
程
度

訓
練
期
間

２
年

訓
練
日

毎
週
土
曜
日
と
一
部
金
曜
日
（
年
間
６
３
日
）

申
込
期
限

平
成
19
年
３
月
31
日

お
問
い
合
わ
せ
先

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
　
蕁
２
２
―
２
４
７
５

裁
判
員
制
度
の
模
擬
裁
判
開
催
の
お
知
ら
せ

熊
本
県
弁
護
士
会
で
は
平
成
21
年
５
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
「
裁
判
員
制

度
」
を
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
一
般
の
方
を
対
象
に
模
擬
裁
判

を
行
い
ま
す
。
現
役
の
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
士
が
出
演
し
、
高
校
生

に
よ
る
模
擬
裁
判
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時

平
成
19
年
３
月
３
日
（
土
）

午
後
１
時
開
演

会
場

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
　
人
吉
市
下
城
本
町
１
５
７
８
―
１

お
問
い
合
わ
せ
先

模
擬
裁
判
実
行
委
員
会

蕁
０
９
６
―
３
８
７
―
８
０
１
５

ご
存
知
で
す
か
？
検
察
審
査
会

検
察
審
査
会
は
、
検
察
官
が
被
疑
者
（
犯
罪
の
嫌
疑

を
受
け
て
い
る
者
）
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
事
（
不

起
訴
処
分
）
の
よ
し
あ
し
を
、
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で

選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
が
審
査
し
ま
す
。
そ
れ

が
検
察
審
査
会
で
す
。
詳
し
く
は
人
吉
検
察
審
査
会
事

務
局
（
蕁
２
３
―
４
８
５
５
）
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

人権相談所を開設します

下記のとおり人権相談所を開設します。人
権問題等でお困りの方はお気軽にご相談下さ
い。相談は無料で秘密は固く守られます。
日時 ２月９日（金）午前10時から午後３時

まで
場所 せきれい館（深田校区公民館）

また、法務局人吉支局（蕁２２－３３９３）
と人権擁護委員の自宅では毎日相談に応じて
います。
お問い合わせ先 あさぎり町　町民課

蕁４５－７２１３

交通遺児等育成資金
独立行政法人自動車事故対策機構では、保護者が自動

車事故で死亡、または重度の後遺障害（自賠法３級以上）
となった被害者の家庭の遺児などの健全な育成を図るた
め、育成資金の無利子貸し付けを行っています。
貸付対象者　　　０歳から中学校卒業までの児童
貸　付　金　　　◆一　時　金　　15万５千円

◆月　　　額　　　　２万円
◆入学支度金　　４万４千円

貸付期間　　　　貸付決定月から中学校卒業まで
返還方法　　　　20年以内の均等払い（月払い）

（高校・大学への進学者はその間返還猶予）

重度後遺障害者への介護料支給
自動車事故により、脳・脊髄または胸腹部臓器に損傷

を受け、常時または随時の介護を必要とする重度後遺障

害者を抱える家族の精神的・肉体的並びに経済的負担の
軽減を図るため、介護料を支給しています。

支給対象者　　　自賠責保険（共済保険）の等級が

介　護　料　　　月　額　①58,570円　～　136,880円
②29,290円　～　 54,000円

ただし、介護に要する費用（訪問看護・介護用品
購入等）の負担に応じて、上限額までの範囲内で
支給します。

お問い合わせは、
独立行政法人　自動車事故対策機構　熊本支所

蕁（０９６）３２２－５２２９

ご存知ですか？　自動車事故被害者援護制度

種　　別 H14.4.1以降の事故 H14.3.31以前の事故

①常時介護
「第1級1号」または
「第1級2号」

「第1級3号」または
「第1級4号」

②随時介護
「第2級1号」または
「第2級2号」

「第2級3号」または
「第2級4号」

あさぎり町には、法務大臣が委嘱した次
の人権擁護委員がおられます。

（敬称略）

氏　　名 地　区 電話番号

1 松本　芳子 上 45－0001

2 野口　辰紘 免　田 45－0784

3 永村　和子 免　田 45－1167

4 上田　昭子 岡　原 45－3022

5 岩闢 熊六 須　恵 45－5214

6 山本　　佶
つよし 深　田 45－0780
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2 如月
きさらぎ

他の月の日数が30または31日なのに対して、2月だけ28または29日なの
は、アウグストゥスが紀元前8年、8月の日数を30日から31日に変更し、そ
こで不足した日数を2月から差し引いたためといわれています。日本では旧
暦2月を如月（きさらぎ、絹更月、衣更月と綴ることもある）と呼び、中国
での二月の異称をそのまま使ったものです。欧米での呼び名である
Februaryはローマ神話のフェブルウスをまつる祭りから取ったと言われて
います。

☆誕生石　アメジスト（紫水晶）
☆星　座　水瓶座（-2月18日）、魚座（2月19日-）
☆誕生花　マーガレット、梅、フリージア

February

本庁舎

総務課・総務班 45－1111
総務課・企画財政班 45－7211
税務課 45－7212
町民課 45－7213
会計課 45－7224
教育委員会・学校教育班 45－7226
教育委員会・社会教育班 45－7227

東庁舎

環境整備課・建設班 45－7221
環境整備課・水道班 45－7222
環境整備課・下水道班 45－7223
環境整備課・環境保全班 45－7217
産業振興課・農業振興班 45－7218
産業振興課・林業振興班 45－7219
産業振興課・商工観光班 45－7220
農業委員会 45－7225

総合福祉センター

健康福祉課・福祉班 45－7214
健康福祉課・高齢総合班 45－7215
健康福祉課・健康増進班 45－7216
健康福祉課・保健指導班 45－5133
健康福祉課・地域包括支援センター 45－7231
球磨郡障害認定審査会 45－3920
健康福祉課・救護施設班 45－6668

各支所等

議会事務局 47－0312
上支所 47－0311
岡原支所 45－2222
須恵支所 45－1121
深田支所 45－1133
社会福祉協議会 49－4505

月

※土・日・祝祭日の支所への電話（8：30～17：00）は、役場本庁舎日直へ転送されます。

（町のホームページでも検索できます）休　日　在　宅　当　番　医
期日 上球磨 中球磨 小児科

2月 4日
犬童耳鼻咽喉科（多良木町） 岩井クリニック（あさぎり町） 人吉総合病院小児科（人吉市）

43-0777 49-2181 22-2191

2月25日
宮原医院（多良木町） 増田耳鼻咽喉科クリニック（あさぎり町） 増田クリニック（人吉市）

42-2082 45-8001 22-3570

その他地域

五木村診療所（五木村）

37-2008

水　　道　　当　　番　　店
期日 上 免田 須恵 深田

1月28日～
2月 3日

橋本ポンプ店 高田電気水道工事商会 谷川電気商会 （有）橋爪建設

45-0678 45-0822 45-4024 45-2467

2月25日～
3月 3日

(株）球磨設備 高田電気水道工事商会 谷川電気商会 （有）橋爪建設

45-2885 45-0822 45-4024 45-2467

2月18日～
24日 47-0510 45-1184 45-4384 45-0764

岡原

坂本電気商会

45-0550

45-3565

坂本電気商会

45-0550

43-2063 45-0205 24-2222

2月11日
東病院（あさぎり町） 小川整形外科医院（錦町） 緒方医院（相良村） 公立多良木病院（多良木町）

45-5711 38-3455 35-0131 42-2560

2月12日
古城病院（水上村） こんどう整形外科（あさぎり町） 球磨村診療所（球磨村） 堤病院附属九日町診療所小児科（人吉市）

44-0321 45-6555 32-0377 22-2251

2月18日
そのだ医院（湯前町） 桑原医院（あさぎり町） たかはし小児科内科医院（人吉市）

＊診療時間は午前９時から午後５時までとなります。なお、諸事情により変更の場合がありますので受診時は医療機関にご確認下さい。

2月 4日～
10日

松岡建設 （有）皆越電気工業 高尾建設 （株）恒松組 （株）栄建設

47-0419 45-1493 45-0328 45-4384 45-0176

2月11日～
17日

蓑田電設工業 松岡水道設備 （有）竹本水道設備 谷川電気商会 （有）竹田工務店

45-3094 45-4771 45-1700 45-4024 45-4094

モリタ電気設備 （有）今井建設 松本電気設備 （株）恒松組 橋口建設（有）
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２ 月 カ レ ン ダ ー

日 曜日 主　な　行　事　予　定　等 お問い合わせ先

1 木 年金相談日：多良木町役場　9:00～15:00（9:00～11:30／13:00～14:30受付） 町民課

転倒予防須恵教室：りんどう館（13:30～） 健康福祉課　保健指導班

認知症サポーター養成講座：ポッポー館（13:30～） 健康福祉課　高齢総合班

農業委員会総会：東庁舎北側会議室 農業委員会

第４回あさぎり町芸術祭（ステージ部門）：須恵文化ホール（9:00～開会） 教育委員会　社会教育班

固定資産税（第４期）納期限 税務課

※行事等は、変更になる場合があります。

球磨郡青年団協議会駅伝大会：あさぎり町役場スタート（10:00～） 教育委員会　社会教育班

リサイクルの日（岡原） 環境整備課　環境保全班

母子健康手帳交付日：免田保健センター（9:00～9:20受付） 健康福祉課　保健指導班

桜会：免田保健センター（10:00～） 健康福祉課　保健指導班

建国記念日

リサイクルの日（免田） 環境整備課　環境保全班

転倒予防免田教室：総合福祉センター（13:30～） 健康福祉課　保健指導班

年金相談日：人吉総合病院　9:00～15:00（9:00～11:30／13:00～14:30受付） 町民課

メタボリック予防相談：免田保健センター（予約制） 健康福祉課　保健指導班

転倒予防免田教室：総合福祉センター（13:30～） 健康福祉課　保健指導班

ブックスタート事業：免田保健センター（13:00～） 教育委員会　社会教育班

振替休日

ごみ収集通常どおり 環境整備課　環境保全班

須恵文化ホール自主文化事業人形影絵劇サークル「まつぼっくり」公演（13:00開場　13:30開演） 教育委員会　社会教育班

リサイクルの日（上） 環境整備課　環境保全班

母子健康手帳交付日：免田保健センター（9:00～9:20受付） 健康福祉課　保健指導班

27 火

3 土

10 土

20 火

24 土

国民健康保険税（第８期）口座振替日 税務課

固定資産税（第４期）口座振替日 税務課

せきれい館自主事業「子どものための童謡コンサート」（11:00～12:30） 教育委員会　社会教育班

4 日

7 水

17 土

18 日

第３回あさぎり町ひなまつり（3/18日まで展示）オープニングセレモニー＆映画上映会：ポッポー館（11:00～） 産業振興課　商工観光班

谷水薬師大祭（初薬師）

リサイクルの日（須恵・深田） 環境整備課　環境保全班

育児相談日：免田保健センター（9:00～11:00） 健康福祉課　保健指導班

5 月

8 木

11 日

14 水

15 木

19 月

23 金

25 日

思春期・子育て相談（岡崎臨床心理士）：免田保健センター（13:30～18:00要予約） 健康福祉課　保健指導班

国民健康保険税（第８期）納期限 税務課

薬師温泉まつり：薬師温泉ヘルシーランド 社会福祉協議会

2 金

6 火

9 金

12 月

13 火

16 金

21 水

22 木

26 月

28 水

無料法律相談：岡原保健センター（13:00～16:00予約制） 社会福祉協議会

第33回郡市対抗熊日駅伝大会（天草市～熊本市） 教育委員会　社会教育班
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あさぎり町の人口
（１月１日現在）

総数：17,841人／世帯数：5,779世帯
男：8,437人／女：9,404人

●古紙配合率　100％

広
報

あ
さ
ぎ
り

あとのまつり（編集後記）

行政区紹介瀚

『石坂』
いしざか

　石　石坂地区は、人口297人、世帯数93戸（H.19.1.1 暮ら現在）が暮ら
す行政区で、上中学校に隣接する①上総合運動公園をはじめ、②あ
さぎりさぎり町有機センターなどがあります。

①上総合運動公園
　体育館やグラウンド、武道館、テニスコートを備

えた運動公園です。スポーツサークルや学校の部活

動などが多く利用されています。合併前の旧上村の

村内一周駅伝大会では４連覇を達成。平成17年あさ

ぎり町内一周駅伝大会では初優勝を飾りました。

②あさぎり町有機センター
あさぎり町ふるさと振興社が管理運営し、

良質な堆肥作りに取り組んでいます。平

成13年度熊本県良質堆肥共励会において

同センターで作られている天然ミネラル

配合の「豊作どん」が経済連会長賞を受

賞しました。

蘆蘆
旧上村役場上上上上上上上上上上上上旧上旧旧旧旧

蘆球磨農業研究所所所所所所所究所究究究究所究究究究究究究所究究究究所所所究所所所究所究究所究究所所所所所所

上第二保育所上第二保第第第第 保育保育育育育育育育育育育育育育育育育育 蘆

上中学校上中中中上上上 蘆
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　★
上総合運動公園上総合運動公動公動動動動公動動動動動運運運運運運動運合合合合 公公動動動動運運合運合運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運 公公公公公公公公公公公公公

★
あさぎり町ぎり町りりりりぎりぎりああああああああああ
有機センターターーーータターータ機セセセセセセセセセセセセセセ機機機セセ機機機機

先月号で、明るい記事が欲しいという編集後記でしたが、

我が家の明るい？ニュースをひとつ。息子が、「年賀状出

したのに床屋さんと歯医者さんからしか来とらん。返事も

来んし・・」と言っていたところ、次の日「僕、自分の名

前書いとらんじゃった！」家族みんなで呆れた後で大笑い

でした。我が家では、毎年元旦の午前零時になると近くの

天神様へ初詣に行くことにしていますが、今年も無事に皆

で行くことができました。これがずっと続きますようにと

お願いしたお正月でした。（和）

２００７年も幕を明け、「あれ？今年何年だっけ？私今

年いくつになるんだっけ？」と物忘れがひどい今日この頃

です。（きっと年のせいです。きっと・・・）脳年齢は実

年齢とは関係ないとか、大人の計算ドリルや本を読み脳細

胞を鍛えたいと思います。

さて、新年最初の取材は成人式でした。意見発表者など

紹介したい写真もあったのですが、紙面の都合上掲載でき

ませんでした。（涙）あさぎり町ホームページには、より詳

しく、消防出初式記事も掲載してあります。「写真撮られ

たのに載ってない!!」と思われた方はぜひホームページも

併せてご覧ください。（千）

事業所企業統計調査・工業統計調査へ

のご協力ありがとうございました。

熊本県　あさぎり町

冬の灯り

　昨年の大晦日の麓地区馬場通りは地元
有志の方々により「冬の灯り」が灯され、
幻想的な光景での年明けとなりました。




